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質
問　

財
政
指
標
か
ら
見
た
本

市
の
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
令
和
３
年
度
決
算
で
、

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
比

高田保育所

本
市
の
財
政
状
況
は

比
較
的
安
定
的
な
運
営
状
況

 

公
立
保
育
所
の
民
営
化
は

　

質
問　
「
特
色
あ
る
保
育
」
は

大
事
な
問
題
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

内
部
的
に
は
３
年
く
ら

い
話
を
し
て
き
て
い
る
。
地
域
住

民
の
意
見
も
大
事
だ
が
、「
子
ど

も
に
こ
う
い
う
勉
強
を
さ
せ
た

い
」
と
い
う
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が

現
実
に
あ
り
、
そ
れ
に
ど
う
応
え

０・
４
㌽
減
の
14
・
５
％
、
経
常

収
支
比
率
は
５・
１
㌽
減
の
89
・

４
％
と
改
善
さ
れ
て
い
る
。
必
要

な
施
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
中

で
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
、

比
較
的
安
定
的
な
財
政
運
営
だ
。

　

質
問　

本
市
が
県
内
で
先
進
的

に
実
施
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
被

保
険
者
１
人
当
た
り
の
国
保
税
均

等
割
４
万
２
０
０
円
の
減
免
の
実

績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
実
施
し
、
令
和
３
年

度
は
３
６
７
人
に
減
免
を
行
っ
た
。

て
い
く
か
の
議
論
を
し
て
い
る
。

　

質
問　

本
市
は
、
市
が
保
育
に

直
接
責
任
を
も
ち
、
ま
た
、
法
人

立
は
法
人
の
立
場
と
い
う
、
二
つ

の
仕
組
み
が
両
立
し
て
き
て
い

る
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
と
保
育
の

中
身
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
く

べ
き
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
実
も

あ
り
、
急
ぐ
こ
と
な
く
慎
重
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

現
在
検
討
し
て
い
る
の

は
、
３
つ
の
う
ち
の
１
つ
の
公
立

保
育
所
の
民
営
化
で
あ
り
、
公
立

の
存
在
意
義
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
、
特
に
保
護
者
の

話
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
続
け
て

い
く
。

 

地
場
産
品
の
活
用
を

　

質
問　

陸
前
高
田
地
域
振
興
の

「
お
や
つ
こ
ん
ぶ
」
や
高
田
高
校

海
洋
シ
ス
テ
ム
科
製
造
の
「
サ
バ

缶
詰
」は
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
が
、

活
用
戦
略
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

ま
ず
は
市
民
や
観
光
客

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
地
場
産
品
の
積
極
的
活
用

で
地
域
経
済
循
環
を
展
開
す
る
。

　

質
問　

今
夏
の
道
の
駅
・
高
田

松
原
へ
の
来
訪
状
況
は
。

　

答
弁　

前
年
同
期
比
16
％
増
の

13
万
３
９
０
０
人
で
、
県
外
か
ら

の
来
訪
者
が
多
か
っ
た
。　

　

質
問　

購
買
状
況
と
今
後
の
展

開
は
。

　

答
弁　

部
門
別
に
見
る
と
、
物

道の駅駐車場西側に計画中の出入口

販
42
・
５
％
、
飲
食
25
・
５
％
、

水
産
物
21
・
４
％
、
農
産
物
９
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

本
市
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
地

元
産
品
を
使
っ
た
新
た
な
商
品
開

発
な
ど
を
進
め
る
。

　

質
問　

道
の
駅
か
ら
の
避
難
体

制
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

国
や
県
の
関
係
者
と
、

西
側
駐
車
場
エ
リ
ア
の
拡
張
と
合

わ
せ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら

の
出
入
口
利
用
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　

質
問　

中
心
市
街
地
付
近
の
施

設
や
公
共
駐
車
場
の
位
置
が
わ
か

り
に
く
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

　

答
弁　

年
度
内
を
め
ど
に
、
訪

れ
る
人
に
分
か
り
や
く
、
利
用
し

や
す
い
案
内
看
板
等
の
整
備
に
努

め
る
。広

域
観
光
施
策
は

　

質
問　

気
仙
２
市
１
町
と
気
仙

沼
市
な
ど
、
広
域
で
の
教
育
旅
行

の
誘
致
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

教
育
旅
行
生
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
市
内
民
間
事
業

者
は
、
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
、
広
域
で
の
連
携
を
考

え
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

仙
台
市
ま
で
の
バ
ス
路

線
の
運
行
に
よ
る
広
域
振
興
に
つ

い
て
は
。

　

答
弁　

高
速
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
よ
り
、
本
市
を
含
む
三
陸
沿

岸
都
市
か
ら
仙
台
市
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
。

道
の
駅
の
安
全
対
策
は

　

国
や
県
と
協
議
し
進
め
る
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登
下
校
の
安
全
は

　

質
問　

突
然
の
雷
雨
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
変
化
へ
の
対
応

は
。

　

答
弁　

児
童
生
徒
が
自
分
自
身

で
状
況
を
判
断
し
、
主
体
的
に
安

全
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

　

質
問　

児
童
生
徒
数
が
減
少
す

る
中
、
小
中
学
校
に
「
ふ
る
さ
と

留
学
」
を
導
入
し
、
全
国
か
ら
児

童
生
徒
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

児
童
相
互
の
交
流
が
深

ま
る
な
ど
利
点
が
あ
る
一
方
で
、

留
学
し
て
く
る
児
童
ら
の
居
住
地

や
受
け
入
れ
体
制
、
教
育
カ
リ

県立高田高校

ふ
る
さ
と
留
学
の
考
え
は

　

個
を
大
切
に
す
る
教
育
が
重
要

い
る
か
。

　

答
弁　

今
後
も
市
内
事
業
者
や

生
産
者
と
連
携
し
、
新
た
な
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
提
供
に
努
め
る
。

ま
た
、
全
国
の
先
進
自
治
体
が
採

用
し
て
い
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
な
ど

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ

り
効
果
的
な
返
礼
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
、
長
期
的
継
続

性
の
確
保
、
経
費
や
人
材
面
の
整

備
な
ど
課
題
も
多
い
。
現
時
点
で

は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
を
大
切

に
す
る
教
育
が
重
要
と
考
え
る
。

高
田
高
校
の
全
国
募
集
は

　

質
問　

高
田
高
校
海
洋
シ
ス
テ

ム
科
の
独
自
性
を
生
か
し
、
本
市

の
協
力
の
も
と
「
ふ
る
さ
と
留
学
」

の
導
入
を
働
き
掛
け
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

全
国
か
ら
の
生
徒
の
受

け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
と

学
校
が
連
携
し
、
長
期
的
視
点
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

留
学
生
徒
の
住
居
や
身
元
引
受
人

な
ど
、
生
活
面
の
環
境
を
整
え
る

と
い
っ
た
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
導
入
の
判
断
は
難
し
い
。

寄
付
金
使
途
の
周
知
は

　

質
問　

例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
の
タ
ク
シ
ー
券

に
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が

使
わ
れ
て
い
る
」な
ど
と
明
記
し
、

市
民
に
寄
付
金
が
ど
の
よ
う
な
事

業
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
方
法

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

従
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
に
よ
る
発
信
に

加
え
、
新
た
な
情
報
発
信
方
法
を

検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
に

努
め
る
。

　

質
問　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
含
め
、
寄
付
を
集
め
や
す
く
す

る
効
果
的
な
返
礼
を
ど
う
考
え
て
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